
＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 株式会社小山商会　工場内 活動の様子の写真

実施日程 令和6年　4月1日～令和7年　3月31日

実施した生産活動・施設外就労の概要

リネンの仕分け作業・その他付随業務

利用者数等 4～5名/日

＜目的＞

地域連携活動のねらい

地域企業との共存共栄の構築。

地域にとってのメリット

人材不足の解消を図りながら、生産性の向上を目指せる。

対象者にとってのメリット

＜成果＞

実施した結果

地域・企業にとって、人材不足の解消に繋がっている。

得られた成果 活動内容の追加コメント

課題点

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ワーキングオフィスきらり 事業所番号 4312300132

住　所 熊本県宇土市城之浦町108番地9　102号 管理者名 松永　奈未

電話番号 0964-22-3317 対象年度 令和６年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 株式会社小山商会 担当者名 白井 裕己　様

地域の一員として、業務をすることで、仕事の充実感

むずかしさ等を実感し、一般就労への活力を見出せる。

利用者さんの働くスキルが向上し、一般就労へ繋がることが

出来た。

コミュニケーションが上手に取れない利用者さんもいるため、

施設外先の職員への理解促進が必要。

私達の要望に対し、少しづつではありますが、応えれる力をつけていっています。

コミュニケーションが難しい利用者さんに対しても、支援員さんの支援指導によりお互い理解を深めていっております。

これからも人材不足の課題は残りますので、引き続き連携をとっていきたいと思います。

利用者さんの能力向上につれ、新規作業をお願いし、更なる事業拡大・信頼関係を築いていければと思います。

シーツの種類・仕入れ先等で、作業方法が異なる。

その為、覚える事が多いので、一覧表を作成し、

作業前に全員で確認を行い、周知・認識を合わせ作業に

取り組むようにしている。

様式１


